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第４回麻生区区民会議 

                    日 時 平成２９年７月１８日（火） 

                        午後３時から 

                    場 所 麻生区役所第１会議室 

午後３時開会 

１ 開 会 

植木委員長 皆さん、こんにちは。定刻となりましたので、第４回麻生区区民会議を開催

いたします。 

 本日、朝方は暑かったのですけれども、突如の雷雨ということで、びしょ濡れにな

りながら、この会場にたどり着いた委員の皆様もいらっしゃいまして、大変ご苦労さ

までございました。 

 この区民会議もやっと中間ということでございますので、これから最後の提案に向

けて、皆さん頑張って議論を進めていただきたいと思っておりますので、よろしくお

願い申し上げます。 

２ 議 事 

植木委員長  それでは、本日の議事並びに次第につきまして、事務局より確認をお願い

いたします。よろしくお願いいたします。 

事務局 企画課長の安藤でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、配付資料の確認をさせていただきます。 

 一番上に本日の会議の次第がございます。次から順に、資料１として、席次表、資

料２として、第６期麻生区区民会議委員・参与名簿、資料３として、麻生区の魅力発

掘・発信検討部会の調査審議状況、資料４として、市民活動・絆づくり部会の調査審

議状況、資料５として、緑色の区民会議ニュースVol.２、資料６として、第６期全体

テーマについて、資料７として、冊子の麻生市民交流館やまゆり10周年記念誌「やま

ゆり」10年のあゆみがございます。また、参考資料１といたしまして、第６期区民会

議スケジュール、参考資料２といたしまして、川崎市共に支え合う地域づくり検討委

員会報告書を踏まえた今後の検討についてというＡ３の資料、最後に、参考資料３

で、第３回麻生区区民会議議事録、以上となっております。また、大変申し訳ありま

せんが、資料７の冊子につきましては、もし今までにお手元に既にご入手済みの方が

いましたら、製作冊数に限りがございますので、今回の冊子については後ほどお返し

いただければと思っております。 

 資料に不足等がございましたら、事務局までお申し出いただけますでしょうか。 

 次に、本日の議事について確認をさせていただきます。次第をご覧ください。２の

議事といたしまして、次の点のご審議をお願いいたします。第６期麻生区区民会議調
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査・審議課題等についてになります。どうぞよろしくお願いいたします。 

（１）第６期麻生区区民会議調査・審議課題等について 

ア 麻生区の魅力発掘・発信検討部会の検討経過及び意見交換について 

植木委員長 それでは、早速議事の１の第６期麻生区区民会議調査・審議課題等について

に入りたいと思います。 

 まず始めに、ア、麻生区の魅力発掘・発信検討部会の検討経過及び意見交換を行い

ます。 

 それでは、麻生区の魅力発掘・発信検討部会の林部会長から検討経過の報告をお願

い申し上げます。 

林副委員長 それでは、林から、麻生区の魅力発掘・発信検討部会のご報告をしたいと思

います。メンバーの皆さんも後から追加、補足など、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 これまでの審議内容のところですけれども、前回の全体会でもご報告した内容も含

まれておりますが、少し振り返りも含めましてお話しさせていただきたいと思いま

す。私どもの検討部会では、５期の区民会議、若い世代が住みやすいまちづくり部会

の検討内容をさらに深めるという方向性を持ちまして、魅力ＰＲ委員会の具現化に向

けて審議を進めております。 

 まず、若い世代が住みやすいまちづくりをなぜ目指すのかといいますと、そもそも

はその根底には、これからの将来の日本の人口構成を考えましたときに、麻生区のま

ちづくり、若い世代が住み暮らす活気のあるまちに将来もなってほしいというところ

があります。ということで、１番に書いてあります、「魅力発信の目的・対象」のとこ

ろは、これからも麻生区に住み続けてほしいという願いを込めまして、子どもを含め

た若い世代に向けてを対象とするというふうに決めております。そして、区の魅力を

伝えるという方向性を検討しております。下に書いてありますように、子ども、若い

世代に伝われば、その親の世代にも伝わるだろうということで、若い世代をターゲッ

トにすれば、区民全体に広がることが期待できるというふうに考えております。 

 そして、若い世代が住み続けようと思うようになるには、まず、麻生区に魅力を感

じ、離れがたいというような、愛着を持って、好きになってもらうことが大事だとい

うことで、審議テーマは、「ふるさと麻生づくり～愛着と誇りの醸成～」というふうに

決定しております。そして、子どもを含めた若い世代というふうに対象を絞ってまい

りましたけれども、特に新しく住み始めた方々、そして、その方々が特に子育て世代

ということであれば、ぜひとも麻生区をふるさととしての捉え方をしていただきたい

ということで、そのようなテーマにしております。 

 そして、麻生区の魅力についても、ワークショップ等を行いまして絞ってまいりま
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して、前回もご報告さしあげましたけれども、「自然・農」、「芸術のまち」、「市民活動

が盛ん」ということを多くの区民に知ってもらいたい魅力ということで、検討を進め

ております。 

 審議の方向性につきましては、平成26年度策定のシティプロモーション戦略プラン

のサイクルの考え方を参照いたしまして、まず、好きになってもらう、そのことが区

民がまちづくりに参加するきっかけになるだろう、そして、ますます麻生区の魅力が

向上し、区外、区に住んでいる方以外の方に、麻生区ってこんなに素敵なまちなんだ

よというふうに発信する、そういう主体になっていく、そして、外から見た麻生区の

認知度やイメージも上がっていく、そういうサイクルになることを検討していこうと

いうことになっております。 

 そして、麻生区に住んでいてよかった、これからも住み続けたい、そういうふう

に、これから成長していく子どもたちも、将来、麻生区に住むっていいよねと思える

ようなつながりをつくっていきたいというふうに考えて審議を進めております。 

 実際にどのような審議を進めているかというと、右のページになります。「具体的な

審議内容について」です。先ほど申し上げました審議すべき麻生区の魅力については

３点挙げておりますけれども、「自然・農」、「芸術のまち」に関しましても、３番目に

書いてあります「市民活動が盛ん」と切っても切り離せない関係にあります。「自然・

農」に関しましても、やはり「市民活動が盛ん」を大事にしようというふうな団体が

たくさんありますし、「芸術のまち」としての麻生区を広げようと思っているのも、や

はり市民活動が支えている部分が大きくあります。ですので、この３点ということ

で、その中から特に麻生区だからというような付加価値、他の区にない魅力というと

ころをぜひ発信していきたいと考えて検討している途中です。 

 そして、発信の仕方なのですけれども、先ほどから申しているように、子育て世代

が対象なのですが、まず、市民活動とか、麻生区の魅力を発信しようという活動が盛

んなので、広く浅く知ってもらうことで、自分が知りたい、こんなことがあるんだと

いう入り口までたどり着く、その先はそれぞれの団体の方々が、ウエルカムで、私た

ちの活動、こうしているので、一緒にやりましょうというお誘いがあるだろうという

ことで、麻生区の魅力を広く浅くでいいので、何しろ知ってもらう、きっかけづくり

を目標にしましょうということにしております。 

 まずは、広く知る、関心を持つ、そこまでいくと、そうすると、今度は自分で調べ

てでも行くだろうというふうな考え方をしております。広く浅く、私たち麻生区の魅

力を知ってもらうにはどうしたらいいだろうというところで、入り口までのご案内役

というＰＲ委員会のあり方を考えていきたいと思っております。その先は、さまざま

な市民活動が盛んだということで、生きがいを見つけられるまちとしての麻生区が、

もっともっと区民の皆さんにとって魅力あるものになればいいなというふうに考えて
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おります。 

 最終的には、そこのシティプロモーションのガイドラインの抜粋がありますけれど

も、一番右側の「共有する」というところから、価値観を共有するような仲間ができ

て、やっぱり麻生区に住んでよかったというような、住み続ける動機までにたどり着

けるようになっていければいいなというふうに考えて進めております。 

 発信する対象は子育て世代というふうにしましたけれども、子育てといいますと、

赤ちゃんから高校生まで、子育て世代であるというくくりなのですけれども、その中

でも特に小学生を持つ子育て世代を中心にしましょうというふうに考えております。

そこのところを確認しております。 

 「今後の調査審議について」の方向性なのですけれども、小学生を持つ子育て世代

を中心に、効果的に届く魅力の発信方法、まだ発信方法のところが具体的に余り検討

できておりませんで、これから検討していきたいというふうに考えております。最終

的には、第５期に検討されておりました魅力のＰＲ委員会の具現化を目指しておりま

すので、その方向性を崩さずに討議を進めていきたいと考えております。 

 それから、発信する魅力の検討なのですけれども、もっと具体的な魅力のさまざま

な事項を挙げていこうというふうになっておりまして、次回の部会の宿題が、体験型

で麻生区の魅力を実施しているようなイベント、企画等があったら、ちょっと調べて

きてみましょうということが宿題になっておりまして、委員がみずから地域の中のさ

まざまな魅力の体験型のものをまず探してくることを宿題にしております。今後、魅

力については、もっともっと具体的に検討していく必要があると考えております。 

 ９月16日にあります子育てフェスタは、子育て世代の方々が大変多く市民館、区役

所周辺にお集まりになられます。そのときには、検討部会を挙げまして、対象世代で

ある皆さんにさまざまなご意見を伺いたいというふうに考えております。そこまで２

回部会を開きますので、その中で何を聞いていくのか、的を絞って考えていきたいと

考えております。 

 発信検討部会はそのような審議状況になっております。補足等ありましたらぜひお

願いいたします。また、ご意見等いただければ、これからの参考にしていきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

植木委員長 ありがとうございました。 

 それでは、今の説明につきまして、委員の皆様から何か補足、意見などありました

らお願いします。 

関根委員 これからまだ具体的な内容ということがあるので、余り細かいことではないの

ですが、やはり我々がこの麻生区に来て、マンションを買おう、家を買おうと思った

ときに、まず最初に、景観、美観ですよね。きれいなまち、整理されたまち、それと

もう１つ一番大事なことは、子育ての家庭において、子どもさんとか、若い女性と
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か、そういう方の安全安心という部分も、そのまちを見るのには一番ポイントになっ

てくるのではないかなと。特に子育て中の安心して地域で育てられる、それは大人が

見て回るのではなくて、警察、消防、そういうようなものも含めて、このまちは犯罪

の少ないまちだという感じを受けることが、そのまちを見るポイントの１つにもなる

のではないかということで、一言だけですが、今後の検討の内容についていかがなも

のでしょうかというところです。 

林副委員長 ご意見、ありがとうございます。実際に第５期のときに子育てフェスタでア

ンケートをとりましたときには、子育て世代の皆さん、麻生区は本当に安心安全なま

ちだというご意見が大変多く聞かれたようです。そういったことも踏まえまして、今

後、そういった発信も内容に加えていくように検討部会のほうで議題に出していきた

いと思います。どうもありがとうございます。 

植木委員長 ありがとうございました。それ以外にご意見なりご質問なり、ございますで

しょうか。 

 それでは、ございませんようですから、ただいまの報告と意見を踏まえまして、麻

生区の魅力発掘・発信検討部会について、この方向性で審議を進めていくということ

でよいでしょうか。承認をいただきたいのですが、拍手でお願いいたします。 

                 〔 拍手 〕 

植木委員長 ありがとうございました。それでは、この部会につきましては、こちらの方

向でこれからの検討を進めていただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

イ 市民活動・絆づくり部会の検討経過及び意見交換について 

植木委員長 それでは、引き続きまして、次の議事でございます、市民活動・絆づくり部

会の検討経過及び意見交換についてに入りたいと思います。市民活動・絆づくり部会

の鈴木部会長から、検討の経過報告をお願いいたします。 

鈴木（隆）委員 市民活動・絆づくり部会、部会長の鈴木でございます。本部会から報告

をいたします。 

 本部会では、前回お示ししたとおり、「活動参加による仲間づくり・絆づくり・地域

づくり」をテーマにして、前回の全体会から３回の会議を実施してまいりました。な

お、この会は、以前までは（仮称）市民活動・絆づくり検討部会でしたが、市民活

動・絆づくり部会とさせていただきました。 

 まず、１の「市民活動・絆づくり部会の審議テーマについて」、(１)をごらんくださ

い。本部会の議論のポイントは、「担い手づくりのサイクルのイメージ」をご覧いただ

ければと思いますが、担い手づくりのサイクルをどのように具現化するかということ

がポイントでございます。「担い手づくりのサイクルのイメージ」のサイクルに乗って
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いただくために、まずは麻生区民と地域活動をつなげる方法、また、担い手の意識を

芽生えていただけるような方法を検討してまいりました。そして、これが「担い手づ

くりのサイクルのイメージ」の、前までなかったのですけれども、参加活動に伸びる

矢印がございまして、「きっかけとなる機会」に当たります。担い手の意識を芽生える

とか、麻生区民と地域活動をつなげるとかというのがきっかけとなる機会というふう

につながってまいります。そして、このサイクルに乗っていただくためには、地域活

動へ参加するためのきっかけづくりが必要であり、この議論に絞りまして、話をして

まいりました。 

 続いて、（２）「地域活動の担い手と対象」をご覧いただければと思います。こちら、

「地域活動の担い手について」というところで、「多くの区民（世代に関係なく）が地

域活動に参加するための方法を検討する」というのが、ここまでは同じなのですけれ

ども、この後、前回の全体会議では、まずは、ふだんから地域にいるシニア層や子育

てが一段落した女性を対象とするというふうな報告をさせていただいたのですが、前

回の全体会議でいただいたご意見を踏まえまして、再検討した結果、対象については

現時点では限定せず、今後、審議をしていく中で具体的に決めていくということで、

今進めております。 

 「対象（貢献する相手）について」は、特にこの内容から変更はございません。こ

のとおりでございます。 

 続きまして、２の「具体的な審議内容について」、（１）をご覧ください。以上のさ

まざまな議論を踏まえまして、動機づくりやきっかけづくりを絞り、議論しまして、

きっかけづくり、動機づくりとなる何らかのイベントを継続実施することが提言であ

るということで、本部会では確認されました。任期中に普段活動に参加しない人に参

加してもらうことを目的に、きっかけづくりのためのキックオフイベントを開催する

ことを検討することになりました。 

 このキックオフイベントのイメージとしましては、委員から意見が出まして、平成

14年から平成20年までに、川崎市の各区持ち回りで開催していた市民自治創造・かわ

さきフォーラムというのがありまして、これがきっかけづくりや動機づくりの非常に

よい機会になるというご意見が出されまして、そのきっかけで市民自治創造・かわさ

きフォーラムから派生してできた他区の事例とか、他地域の事例などをもとにイメー

ジを委員で共有させていただいて、今、議論を進めてきております。このフォーラム

というのは、簡単に言いますと、市民団体がＰＲをしたり、地域住民にこの活動につ

いて知ってもらうようなことを大きな目的としているイベントで、市民館という場所

で複数の市民活動団体がブースを出して、さまざまな体験ができたり、活動報告を掲

示することを想定しているようなイベントですが、そのようなイベントを継続的に実

施されるように、具体的なイベントのマニュアルを作成して、本部会でキックオフイ
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ベントを企画、開催、検証し、提言に反映していきたいと考えています。 

 しかし、イベントを開催するに当たり、きっかけづくりとしての有用性、例えば参

加した区民にとっての効果的な規模、頻度、内容を検討していかなければならないの

で、今後、その議論を深め、参加団体が楽しむだけのイベントではなくて、ちゃんと

効果的なイベントにしなければいけない、また、他のイベントで同じような、似たよ

うなイベントがあると思うのですが、差別化を図っていかなければいけないというこ

とを確認されています。 

 続きまして、右のページの（２）「キックオフイベントについて」をご覧ください。

今お話ししたのと繰り返しになる部分もございますが、現在までの議論の幾つかの点

が部会のほうで確認されております。 

 まず、普段活動に参加しない方を対象に市民活動に参加するためのきっかけづくり

としてのキックオフイベントを開催したいということが確認されています。また、市

民活動へ参加するための次のステップとなるメニュー、例えばそちらのキックオフイ

ベントの中で、ただ参加してもらって、体験するだけでなくて、今後どういうふうに

したらその団体に参加できるのかというようなステップのメニューなどを作成して配

付するなどしたいという意見が出ております。普段活動に参加しない人が参加できる

ようなきっかけとなるような、そういうのを意識しながら、イベントの内容を検討し

ていくというふうに考えております。 

 また、平成30年２月頃にキックオフイベントを開催したいと考えております。キッ

クオフイベントは、最終的には提言に反映させていくということで、部会としての検

証というような意味合いがありまして、委員から、開催した結果、どういうふうな提

言にしていくかというのをまとめさせていただくということになります。 

 また、開催方法については、区民会議フォーラムを活用して開催したらどうかと

か、場所については区役所の会議室で実施するのはどうかというようなご意見も出さ

れております。 

 あと、先ほどお話ししましたけれども、さまざまな地域、他の区で実施されている

ものなどを共有させていただいて、このイベントのイメージを共有しているというお

話をさせていただきましたが、委員の中でも有志で視察をしてくださった方がおりま

して、高津区にある、どんなもんじゃ祭りというのがありまして、市民活動フォーラ

ムのような形の内容ですけれども、こちらもご覧いただきまして、記載のとおりでご

ざいますので、後ほどお読みいただければと思います。 

 続きまして、３の「今後の調査審議内容」をご覧ください。今後は、キックオフイ

ベント、具体的な内容や進め方について検討していくことになります。先ほどお話し

しましたとおり、今後、活動につなげていただくための具体的なメニューづくりや、

このイベントを周知するためのＰＲ方法などを検討しなければならないということに
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なります。小学校とか、こども文化センターに広報してみてはという意見もありまし

た。また、開催時期、２月というふうにしていますけれども、会場、参加団体なども

いろいろ検討していく必要性がありまして、第５期の提言により作成された、麻生区

の市民活動団体検索サイトというのがありまして、こちらに300団体ほど登録されてい

るということなのですが、どういう形で、どういう基準で、このイベントにお声かけ

をしていくのかというところが課題でもあります。イベントに向けて具体的内容につ

いて、以上のことをキックオフイベントをやるということで、提言につなげるために

も、どのような内容で効果的に実施していくかということを、今後具体的に７月以降

から検討していくことになります。 

 以上、市民活動・絆づくり部会の報告でございます。ありがとうございました。 

植木委員長 ありがとうございました。 

 それでは、今説明をいただきましたけれども、委員の皆様から何か補足する内容、

もしくはご意見などございましたら頂戴したいと思います。 

髙倉委員 今の説明にありました、私もそう思うのですけれども、きっかけとなる機会づ

くりがやっぱりポイントかなというふうに思うのですね。ですから、評論家みたいな

ことを言って申し訳ないのだけれども、キックオフイベント、非常に期待しているの

ですが、ただ１つ考えないといけないのは、確かにキックオフイベントも１つの機会

ではあるけれども、ここに左側の上のほうにイメージ図がありますが、そのサイクル

に乗るのは、あくまでもきっかけづくりの１つがキックオフイベントであるにすぎな

いと思うのですね。というのは、このパターンに乗っているモデルというのは既に麻

生区内ではあると思うのです。今日、お手元に資料で麻生市民交流館やまゆりの10年

の記念誌が出ていますけれども、この中にもありますが、あそこでは違ったパターン

のきっかけづくりでこのサイクル、ばっちりはまっているのが既に既成事実としてあ

るわけですね。具体的に申し上げると、例えばきっかけづくりとなる機会というの

が、アクティブシニアセミナー、これに一般の人たちが入ってきて、そこで仲間を作

って、地域活動に入っていくみたいなパターンがありますので、そういった意味で

は、きっかけづくりというのは、今申し上げたアクティブシニアセミナーみたいなも

のがあるのでしょうし、キックオフイベントもあるのでしょうし、もっと考えれば他

にもあるのかなということも少し目を置きながら。ただ、この区民会議では期間が限

られていますから、キックオフイベントをいかに充実させるかみたいになるのでしょ

うけれども、その辺のところを頭の隅に置いておかれたほうがいいかなというのを１

つ思いました。これは意見でございます。 

 それから、先ほど説明があったかどうかわかりませんけれども、キックオフイベン

トに期待しているのですが、その開催時期、年を明けてからになるみたいな感じなの

です。最終的に提言まで持っていくときに余裕があったほうがいいのではないかと思
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うので、もっと早くできないのかなというのが、前々から少し気になっているのです

が、その点についてお答えいただければと思います。 

鈴木（隆）委員 ありがとうございます。まず、最初のことなのですけれども、さまざま

なイベント、さまざまな入り口が区の中に存在しているということはご意見が出てお

りまして、そういう情報を収集して、イベントの差別化を図っていく、場合によって

は共同していくということも必要なのではないかと思いますので、今後、具体的なイ

ベントを実施するに当たりまして、そういう情報収集なども欠かさずに行って、また

別のチャンネルとして、このキックオフイベントが存在できるように価値を高めたい

と思っております。まだ具体的な内容が決まっていないので、ここまでとさせていた

だきます。 

 あと、開催時期につきましては、10月とか11月が、いろいろなイベント等が重なっ

ておりまして、福祉まつりや区民まつり、あとは、これは事務局の関係かもしれない

ですが、市長選挙などもございまして、かなり立て込んでいるということがございま

して、いろいろなイベントを考えると、どうしても２月にせざるを得ないかなという

のが１点と、あともう１つ、早くやりたいというのはやまやまなのですが、さまざま

な準備が必要になってきまして、先ほどお話ししましたとおりに、開催場所、内容に

おいても、かなり議論が必要になってまいりまして、そして、その後、それが決まり

ましたら、依頼などをしたりとか、会場についてのもっと具体的な議論が進んでまい

りますので、どうしても行程を考えますと、２月になってしまうのかなというのがも

う１点かというふうに思っております。 

関根委員 髙倉委員の言われたこと、ごもっともなので、私もこのことは同感なんです。

他の市、他の区を見ていますと、麻生区はこの分野についても、まちづくりについて

も、非常に進んでいる部分があるのですよ。これは実際にそういうところを見てみな

いとわからない。ただ、人口形態とか、新しくできたまちとか、古くからあるまち、

多少の差はあるのです。だから、髙倉委員が言ったように、正直言って、そういうよ

うな部門をまとめると、我々が今検討しているところができ上がるような気がするの

ですね。うちのほうとしては、もう５期、我々は６期ですね、常に検討、検討、検討

で来ているようなのですね。実施とか実行というのがあまり見られないので、何も大

きく手を広げるのではなくて、少なくてもいいから、何か実効性のあることを１つ残

していきたいなという気持ちもあるわけです。この細部については、先程うちの部会

長が言われたように、これからの検討事項になります。果たしてどこまでかというこ

とになるのですが、一応我々の立場としては、検証ぐらいまで持っていきたいという

気持ちで、今、うちの部会長の報告ですが、ここまで来た段階ですので、今後、また

皆さんのお力、お知恵を拝借するようになるかもしれませんが、まずは我々でもう少

し練る時間、検討する時間をいただきたいと思います。 
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 以上です。 

植木委員長 関根委員、ありがとうございました。 

 それでは、石井委員。 

石井委員 具体的なことを一歩進めたいというお気持ち、非常に大切なことだと思います

が、この10年前の市民自治創造・かわさきフォーラムということを、川崎市全体の市

民自治創造・かわさきフォーラムから、各区、地域ごとにやっていきましょうねとい

うことで、麻生区開催のときに、一応副実行委員長を務めました石井でございますの

で、準備に大変時間がかかりますので、もし１月にせよ、２月にせよ、開催するので

あれば、かなり実行委員会とか何かが必要でしょうし、初めからそんなふうにあらゆ

る分野の市民活動団体を網羅してということを考えなくても、とりあえず一歩踏み出

してみるということはいいかなと思いますが、麻生区での市民自治創造・かわさきフ

ォーラムを開いたときの報告書とか何かは残っていませんかね。あるかとも思います

ので。 

植木委員長 その資料は既に行政のほうからいただいて、それをベースに検討を部会でし

ております。 

石井委員 だから、全市から各区レベルの地域づくり、まちづくりに関して、一歩を踏み

出したときには、会場も市民館を全館押さえるぐらいの大規模のものでございました

し、ホールも押さえておりましたけれども、今、ホールは工事中か何かで使えなくな

ってしまうし、だから、その辺も踏まえながら、どうぞご検討を賜りまして、市民活

動フォーラムとか何かの、小杉ではなくて、麻生区で開くというのをぜひ期待してお

りますので、よろしくお願いいたします。 

海崎委員 絆部会の海崎です。今、髙倉委員がおっしゃったように、簡単に言えば、この

サイクルはやまゆりがやっていることなのです。アクティブシニアもあるし、区民講

師を公募したり、ボランティアを公募したり、これ、やっているわけですよ。このイ

メージは合うんですね。ただ、部会で話したことは、あそこは場所が小さいと、また

大きな場所をつくるかという問題と、他でやろうじゃないかということと、やっぱり

きっかけ。例えばやまゆりのきっかけの部門を発表したっていいわけですよね。一番

してはいけないことは、活動団体、川崎のネットでもいいけど、選んで、その活動発

表会だけでは全くだめだと私は思います。活動団体が楽しむのは、やまゆりでもよく

やりますけれども、それはほとんど意味がない。いかに一般、活動していない人を引

き込むかということなので、その辺を踏まえて制度設計を我々部会でやろうと思いま

すけれども、そこが一番ポイントなので、活動団体を集めてお祭りをやっても、意味

ないですね。それはやめたい。いかに一般区民を巻き込むか。アクティブシニアで言

えば、そこで募集を開始したっていいわけですよ。ちょっと時期的には合わないけど

ね。そういうことで、いかにきっかけをつくるキックオフのフォーラムにするかとい
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うことが一番大事かなと思っています。 

佐野委員 市民活動・絆づくり部会、佐野でございます。部会長のおっしゃったように、

ちょっとフォローさせていただきますと、キックオフイベント、フォーラム等、区民

まつり、福祉まつり、あと、やまゆりでも活動団体の紹介とか、市民館の活動まつり

等ありますから、それぞれ、今まで既存にあるものとは違う差別化を図っていくとい

うのが、まず私たちのスタートです。同じものをやっても意味がない。同じような人

たちが集まるだけだから、そうではなくて。あともう１つ念頭に入っているのは、今

まで地域につながっていない人たちをどのようにつなげていくか、そのきっかけにな

る、それがベースとして、目的として、やりましょうということですので、どういう

形になるか具現化するのは、これから先検討していきましょうということになってお

ります。 

 それと、先ほど髙倉委員からもおっしゃっていただいたように、継続等ということ

に関しても大変必要なことでありますので、来た方々が、もし新しく、初めて参加す

る方が来てくださって、その方が次に行くステップに進めるようなメニューを責任を

持って、この部会、そこまでを提供しなくてはいけないということは、私たち、部会

のほうでも検討しています。ですから、キックオフイベントを開催することは大切で

すけれども、その先のメニューを検討していくことのほうがもっと大切だということ

は検討しております。 

 この図の中で「きっかけとなる機会」というのが新しくぽんと入ってきたというの

を、今、この図を拝見しまして、私のイメージの中では、大縄跳びか何か、皆さんで

大きくしているところに、１人１人、初めて新しい人が入ってくる、また新しい人が

入ってくる、その新しく入るときの、そーれっと背中を押すような、そんなきっかけ

になるような感じ。ですから、髙倉委員がおっしゃったように、既存の輪というのは

既に存在すると思うのですね。そこに入るきっかけとなる循環に乗れるようなものに

なるところを何か提供していければ、そうすると、みんな一緒に地域の中で、地域で

つながる、社会でつながることは本当に大切なことだし、自分の人生にとっても、生

活していく意味でもとても大切なことなんだよ、いいことなんだよということを、や

っぱり皆さんに知っていただきたい、そんな思いで企画できたらなということを思っ

ております。 

植木委員長 佐野委員、的確なフォロー、ありがとうございました。 

 石井さん、手を挙げていたけど。 

石井委員 いい言い方ですね。 

植木委員長 石井さんはいいということなので。 

石井委員 やっぱりやまゆりの活動は非常に結構なものなのですけれども、何でもそうだ

けど、ひとりよがりにならないように、できるだけいろいろな目を配りながら頑張っ
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ていただければと思います。 

植木委員長 ありがとうございました。鈴木委員、まだ若いので、メンバーの方はこれだ

けいろいろな意見を出していただいて、フォローしている、すばらしい姿だなという

ふうに思いますので、若手を代表して彼は頑張っているので、ぜひ皆さんでフォロー

していただければと思います。よろしくお願いします。 

 意見も大分活発に出していただいたようでございますので、それでは、今の報告と

意見を踏まえまして、市民活動・絆づくり部会について、この方向で審議を進めてい

くということでご承認をいただきたいのですが、拍手でお願いいたします。 

                 〔 拍手 〕 

植木委員長 ありがとうございました。それでは、この方向で、鈴木さん、頑張ってくだ

さい。 

ウ 企画部会の検討経過報告及び意見交換について 

植木委員長 それでは、次の議事でございます、企画部会の検討経過報告及び意見交換に

ついてに入りたいと思います。 

 企画部会の髙倉部会長から、検討報告をお願いいたします。 

髙倉委員 私からは、レジュメにあります企画部会の検討経過報告及び意見交換と申しま

すより、特段、取り上げてご報告することはございませんので、皆様方のお手元の資

料５の麻生区民会議ニュース第６期の第２号の発行についてお話をさせていただきた

いと思います。 

 区民会議ニュースにつきましては皆様方ご存じのとおり、区民会議の認知度を向上

させるということも含めまして、区民会議の広報広聴活動の一環として、第６期も任

期中６回ほど区民会議ニュースを出そうという予定で進めているということでござい

ます。前回、ことしの３月15日付で第１号を出しましたし、今回、６月16日付でお手

元の資料のとおり、第２号を発行いたしました。今回の内容につきましては、２つの

専門部会、魅力発掘・発信検討部会と市民活動・絆づくり部会の審議の進捗状況を報

告することをメーンといたしました。内容につきましては、先ほど両部会から報告が

ありまして審議されたとおりでございますので、説明は省略させていただきたいと思

います。ただ、紙面づくり上、両部会とも限られたスペース内に最大限の内容を見や

すく入れていきたいということで苦心しておりましたし、そこはちょっと何とかしよ

うということで、イメージ図を取り入れてみました。あと、両部会長の顔写真も入れ

てみました。 

 それから、裏面の中段、真ん中よりちょっと下のほうに、「区民会議に寄せられたご

意見について」ということで、これにつきましては、前回の全体会議を傍聴された方

からご意見をいただきましたので、これの回答も軽くといいますか、余り深入りして
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おりませんけれども、掲載させていただいております。 

 第６期の区民会議ニュースは、できる限り多くの区民の皆さんに読んでいただい

て、会議自体の傍聴にもおいでいただくことができるような紙面づくりを目指してお

りますので、各委員の皆様方におかれましても、何かいいアイデアがございました

ら、企画部会のほうにご意見をお寄せいただきたいと思っております。 

 私からは以上でございます。 

植木委員長 ありがとうございました。 

 それでは、今の説明につきまして、企画部会の委員の皆様から何か補足など、それ

以外の委員の方からは意見などございましたら、頂戴したいのですが。 

 橋本さん、何か意見あるの。いいですか。 

橋本委員 言いにくい意見だから、言いません。 

植木委員長 言いにくい意見だそうですので、後ほど別の機会にお聞かせ願えればと思い

ます。 

 それでは、企画部会につきましては、今後も区民会議ニュース、それから、区民会

議の広報など、企画部会のほうで頑張っていただきたいと思いますので、よろしくお

願い申し上げます。 

（２）第６期全体テーマについて 

植木委員長 それでは、第６期全体テーマについて、髙倉部会長のほうから引き続き報告

をお願いいたします。 

髙倉委員 それでは、私のほうから、第６期全体テーマについてということで、お手元の

資料６でございます。これについてご説明させていただきたいと思います。 

 これまでの第１期から第５期につきましても、第５期の区民会議もそうでございま

すけれども、各部会の審議テーマは当然決まっておりますが、区民会議全体として何

か１つのテーマを決めようということで、ずっとやってきております。先々それがど

うなるのかという話でございますけれども、これは最後の提言、区民会議報告書のサ

ブタイトルになるというふうにお考えいただいて結構だと思っております。 

 お手元の資料に沿って説明させていただきますけれども、「参考：第１～５期の全体

テーマ」について先にお話しさせていただきますと、第１期につきましては、各部会

の審議テーマが「地域のつながり「あいさつ」がはじまり」から始まりまして、３つ

ほど書いてあります。そのときに決めたテーマが「心響きあう地域づくり」というこ

とでございまして、第２期も同じように、各部会のテーマ、右側に書いてございます

けれども、「市民活動推進」に始まりまして、「環境教育」まで、これを通したとき

に、たまたま同じくくりができるのではないかということで、第１期、２期全体テー

マが、「心響きあう地域づくり」になったという経緯がございます。それから同じよう
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に、第３期につきましても審議テーマを考えて、「人と人と心をつなぐ地域づくり」と

いうことでやっておりまして、第４期のテーマにつきまして、右側にあります「安

全・安心のまちづくり」、「若者が住みたくなる魅力あるまちづくり」につきまして、

共通のテーマとして何がふさわしいかと考えたら、たまたま３期のテーマをそのまま

引き継いでいけるねという話になっているということでございます。 

 裏側になりますけれども、第５期のテーマが「心がかよう魅力あるまち あさお」

ということで、部会としましては、「若い世代が住みやすいまちづくり」、「市民活動・

地域活動の活性化」という、この２つの部会がございましたけれども、共通のテーマ

として「心がかよう魅力あるまち あさお」を挙げておりました。という下地がござ

いまして、今回、第６期のテーマをどうしようかということで考えておりました。 

 一番最初の一番頭になりますけれども、第６期審議テーマは、１つは「活動参加に

よる仲間づくり・絆づくり・地域づくり」でございますし、もう１つのほうは、「ふる

さと麻生づくり～愛着と誇りの醸成～」でございます。これにつきまして、どちらの

審議テーマにも共通したテーマを企画部会のほうで考えさせていただきまして、「心が

かよう魅力あるまち あさお」でいかがでしょうかということになりました。これに

つきましては、企画部会で仮の案を出させていただいて、両部会に投げかけましたと

ころ、両部会とも了承いただいたということでございますので、改めて企画部会のほ

うで第６期の全体テーマを「心がかよう魅力あるまち あさお」にさせていただきま

すということでご報告申し上げます。 

 以上です。 

植木委員長 ありがとうございました。今まで１期、２期で一緒、３期、４期で一緒、今

回、５期、６期で一緒ということでございますけれども、これは偶然の結果でござい

まして、それぞれの部会で一生懸命検討していただいた内容がこれになったというこ

とでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 委員の皆様から何か補足などございましたらお聞きしたいのですが。 

関根委員 ６期の全体テーマ、大いに結構だと思います。どのテーマを見ても、人とまち

が入っています。環境が入っています。人と環境というのは、どのテーマにも入って

いますね。こういう部分では大変結構なことだと思っております。 

植木委員長 ありがとうございます。ほかにご意見ございますか。 

 それでは、今の報告を踏まえまして、第６期全体テーマは、「心がかよう魅力あるま

ち あさお」に今回決定させていただきたいと思いますが、いかがでございましょう

か。 

                 〔 拍手 〕 

植木委員長 ありがとうございます。皆様からご同意を得たということで、これで進めさ

せていただきたいと思います。 
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（３）その他 

植木委員長 それでは、引き続きまして議事（３）その他に入りたいと思います。事務局

から説明を、じっくりとお願いいたします。 

事務局 では、事務局から、まず、参考資料１についてご説明させていただきます。 

 麻生区区民会議、大体ここで折り返しの１年間を過ぎたということで、企画部会の

ほうから、今後のスケジュールを参考に示してほしいというご要望がございまして、

来年の６月までの定例の会議について日程を全て示させていただきました。実際の各

部会の審議におきましては、臨時部会であったり、変更もあるかと思いますが、一応

お示ししたものを定例として進めていただきたいという形で各部会のほうも先を見て

進めていただきたいという形のお話でございましたので、皆様のご予定について確保

していただければと思っております。 

 スケジュールについては以上でございます。 

植木委員長 ありがとうございました。今、スケジュールにつきましてご説明がありまし

たけれども、何か特別にご意見がある方はお願いしたいと思います。 

 それでは、このスケジュールに従いまして、皆さん、大変多忙だと思いますけれど

も、スケジュールをとっていただきまして、区民会議を進めさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願い申し上げます。 

事務局 続きまして、参考資料２につきましてご説明させていただきます。 

 こちらにつきましては、ご報告になるのですけれども、先般、５月25日に市民文化

局から市議会文教委員会へ報告がございまして、その際の資料になります。内容につ

きましては、皆様ご存じのとおり、去年１年間で、川崎市共に支え合う地域づくり検

討委員会で、今後の地域づくりについて検討が進んでいたところでございます。その

報告書が今年３月に冊子として出まして、それを受けてでございました。 

 内容でございますが、第１章は検討委員会についての内容でございます。第２章は

現状と課題という形でございますが、今までの区民会議、また、まちづくり組織等に

ついて改めて検討したところ、いろいろ課題も見えてきているというふうに話は出て

きております。 

 まとめたところにつきましては、第３章を見ていただいたほうがよろしいと思うん

ですけれども、区民会議・まちづくり推進組織については、ずっと活動してきた中

で、今現在の社会的な状況において、だんだん制度にずれが生じているのではない

か、また、区によっていろいろな違いが出てきているので、そういったところを整理

する必要があるのではないかということでございます。また、今は区にそれぞれ１つ

という形でやっているのですけれども、それをもうちょっと自分事になりやすい小さ

な単位で考えてみたほうがいいのではないかというご意見でございます。また、無作
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為抽出という形で、潜在的に意見があるようなものも取り込む手段を考えたほうがい

いのではないかということでございます。また、中間支援機能として、区民がいろい

ろな活動を行う際に、資金面等、それぞれのサポートが必要であり、そういった中間

支援機能の仕組みをもう１度きちんと考えたほうがよいのではないかということでご

ざいました。 

 また、次に、第４章におきまして、検討の方向性の提言というものがございまし

た。１については、「参加と協働による地域課題の解決の新たなしくみ」で、区民会議

の目的である「参加と協働による地域の課題解決」について、今後、既存の区民会議

の枠組みだけでなく、今までの活動や提言を踏まえて新たな仕組みを検討することも

必要だということでございます。また、２番目として、「まちづくり推進組織と中間支

援機能」につきましても、まちづくり推進組織の新たな仕組みを検討していく中で、

区における検討とあわせて、そういったあり方についても検討を進めていく必要があ

ると考えているということでございます。「その他関連する制度等との関係」というこ

とで、市民自治のあり方全体としての視点を持ちながら、既存の市民活動支援施策や

コミュニティ施策等との役割分担や連携のあり方の整理が不可欠と思われるというと

ころでございました。 

 そして、最終の大きな２番で「検討委員会報告書を踏まえた今後の検討の方向性」

が示されておりまして、３点ございますが、区における参加と協働による地域課題の

解決の「新たなしくみ」を検討すること、２番目として、検討に際しては、市民自治

のあり方全体としての視点を持ちながら、既存の市民活動支援施策やコミュニティ施

策の検証を行い、これからの時代を見据えた新たなコミュニティ施策の再構築に向け

たロードマップを作成すること、また、30年度以降の区民会議を休止することも視野

に入れながら、この新たなコミュニティ施策のロードマップについての検討を進め、

その後の「新たなしくみ」構築に向けては、徹底したプロセス重視と実験的参加手法

の導入など、多様な市民参加の機会を活用しながら取組を推進という形で、検討の方

向性が示されております。 

 今後、文教委員会におきましては、こういった形で検討を進めたいという報告がな

されておりまして、ただいま市民文化局のほうで、どういった形でやっていくかとい

うことを検討していると伺っております。その形につきましては、随時方向性が出た

段階で、各市民団体、区民会議ですとか、区役所のほうにも情報をいただくことにな

っておりまして、また、そういった中で皆様のご意見も伺いながら検討を進めていき

たいというふうに伺っております。 

 事務局からは以上でございます。 

植木委員長 ありがとうございました。かなり重たい話でございますので、委員の皆さん

からはご質問なりご意見なり、こんなことはどうなの等々含めまして、何かございま
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したらお願いしたいと思います。 

 突如のご説明なので、古くからいろいろ市民活動をされている方は、どういうぐあ

いに質問したらいいかわからない、私もそうでございますけれども、石井さん、いか

がですか。 

石井委員 突然これを見て。私は地域教育会議をやっておりましたので。地域教育会議と

いうのは行政区の地域教育会議と各中学校区の地域教育会議があります。そこがうま

くどのように機能しているかはここでは避けますけれども、それの方向性と、例え

ば、より多くの当事者意識を持てるように身近で小さな単位での実施などということ

とか、あるいは包括支援センターシステムの地区割とかということは、要するに行政

区というよりは、各中学校区ぐらいの単位で自治創造を少し考えていこうではないか

という報告書でございますのでしょうか。川崎市共に支え合う地域づくり検討委員会

報告書というのは、いつごろ出たんでしょうか。 

事務局 まず、こちらが検討の報告書なのですが、ことし３月に報告が出ております。小

さな組織というのは、確かに今よりもという形ですが、まだ具体的にどの単位でのと

いうことは示されてはおりません。そういったことの単位も今後検討課題になるとい

うお話と伺っております。 

石井委員 小学校区でとか、あるいは中学校区でとか、各区自体も24万だとか30万近い人

口を抱えたり、あるいは麻生区の場合、17万超えていますけれども、そういう人数が

多ければ多いほど、自治づくり、あるいは地域づくりは難しくなるというのは実感し

ているところでございますので、それらを地域づくり、まちづくり、自治づくりを考

えるに当たっては、小さなほうがお互い顔が見えますし、当事者意識が持てるので、

大変結構なことだと思いますけれども、システムを変えるときに、システムを変えた

ことが市民社会に浸透していくのはとても難しくて時間がかかるので、その辺のとこ

ろにご配慮していただきながら、実は自分たちの暮らしと密接に結びついているんだ

よねというところまでどう落とし込んでいくかをご検討いただければありがたいなと

思っています。 

植木委員長 実はこれはとりあえずこういうような形で進んでいますよというようなご説

明でございますので、これからいろいろな方がどういう形でこれを進めるかは、行政

の方は考えていらっしゃると思いますけれども、そういった形の中でいろいろな皆さ

んの意見を反映しながら進めていくということでよろしいのですよね。 

事務局 そのように伺っております。 

関根委員 一応この説明といっても、具体的にまだはっきりと理解しがたいところがある

のですが、麻生区とか、幸区とか、高津区といっても、あくまでも行政区は川崎市な

のですね。東京都の23区と違って、ともに行政を持っていない区なのですね。川崎

市。そうなると、こういうような長期、今ではなくて、先を見つめて、川崎市全体の
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展望という形で進めていかれるから、今後、そういう中で、それぞれの区はどのよう

な形に進んでいくかというのはまだ見えないようにも思えるんですね。やはりもとと

言えば、川崎市のほうで全て予算も握っている自治体ですので、そういうようなとこ

ろから出てくる話であれば、これに基づいてまたそれぞれの７区がどういうような形

で上から示されてくるか、課題をあてがわれるかというふうに、今後、20年、30年先

のような行政改革みたいなところもあるのではないかと理解させていただいたのです

が。 

石井委員 平成30年度以降というから、来年度以降に何かあるというふうに。だから、上

からというのはわかるのですけれども、むしろ私たちがどういう地域を望んでいるの

というのを下からボトムアップしていった、そういう検討委員会であってほしかった

なと思いますけど、なかなかこれは私も、こういう検討委員会があるということがわ

からなかったのですが。 

植木委員長 私もよくわからないけれども、そういった形で進んでいたものですよという

ことを今日皆さんにご披露されたということで、これについて、ここで意見を言い合

うのはこの場ではふさわしくないと思いますので、また別の機会を行政のほうでつく

っていただけると思います。その中で、今、いろいろな前向きな意見が出ております

ので、それらを反映していただければいいのではないかと私は思います。そういった

形で、ぜひ皆さんの意見が反映できるような、これは川崎市全部で右、左という話で

はないと思うんですね。それぞれの区にはそれぞれの特徴があると思いますので、そ

れぞれの区の特徴を生かしながら、ぜひ区民の方の意見が反映できるような、そんな

形で進めていただきたいということをご要望申し上げまして、ただいまのご説明に対

する私どもの考えという形でまとめさせていただきたいと思います。よろしいです

か。 

 では、そういうことでひとつよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、本日の議事につきましては以上になりますが、事務局から何か連絡事項

等ございますでしょうか。 

事務局 次回の全体会議の日程についてご確認させていただきます。11月21日、火曜日の

15時から開催させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

植木委員長 ありがとうございました。 

 それでは、本日はお足元のお悪い中ご出席いただきました参与の皆様より、区民会

議へのご助言や本日の感想などをお願いしたいと思います。 

 それでは、月本参与からお願いします。 

月本参与 皆さん、お疲れさまです。参与の月本です。遅参してしまいましたので、初め

の麻生区の魅力発掘・発信検討部会のご説明については聞けなかったので、申し訳ご

ざいません。ただ、小学生を持つ子育て世代を中心に発信方法を検討するということ
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で、私はたまたま町会の中で１つの小学校区なのですけれども、別の学校に行ってい

る子が多いような地域で、こども会と小学校の関係が一致しないようなところもあっ

たりするので、小学生という世代がそういった意味でもちょっと特殊なところなの

で、こういった視点を入れていただけるというのは新しいところかなというふうに思

いました。 

 あと、市民活動・絆づくり部会のほうでございますが、部会長さん、鈴木さん、お

若い方で、私も白百合ライオンズクラブの会長に７月からなって、メンバーの中で一

番若い会長をやらせていただいておりますので、先輩方からいろいろご指導いただき

ながら進めているのですが、今日、皆さんの活発な議論を聞きまして、先ほど事務局

から説明のあった共に支え合う地域づくりの検討委員会の話で、最後、植木委員長が

締められた言葉がまさにそうなのかなと思うのは、各区で区民会議、ニュアンスも違

いますし、行動も違いますし、麻生区はアクティブな方が、やまゆりもあってという

こともあって、麻生区らしい特徴のあるものができてくるのかなということで、特に

今回は若手の方が部会長として中心にやられて、そして、経験者の方との意見の融合

というのはあると思いますので、経験者の方がわかる実務的なアドバイスをされた

り、でも、新しいからこそ、発想として豊かであったりというところが、これから入

り混じってきて、日程が限られた期間になってくると思うのですけれども、盛り上が

ってくる、我々、若い世代からすると、若い世代が参加して、メンバーになっていっ

ているような実感のあるような議論でしたので、うれしく今日は拝見させていただき

ました。今後もよろしくお願いします。ありがとうございました。 

植木委員長 ありがとうございました。それでは、石川参与、お願いいたします。 

石川参与 皆さん、こんにちは。神奈川県議会議員の石川裕憲でございます。今日は久し

ぶりに麻生区区民会議に参与として出席させていただきましたけれども、皆さん、非

常に熱心にお話をしているというところで、まちを、そして、麻生区を愛しているん

だなという思いを非常に感じた区民会議でありました。私も、以前からいらした方に

はお話をさせてもらいましたけれども、麻生区に引っ越してきて十数年になりますけ

れども、それまでは違う地域から参りました。麻生区に住んで３回引っ越しをしてい

ます。麻生区内だけで。栗平からはるひ野、はるひ野みたいな。やっぱり麻生区に住

んでみると、麻生区の良さというのが非常にわかるんですね。でも、十何年経ってし

まうと、それが当たり前のような状況になってきてしまいますので、その辺を私も区

民会議で改めて感じさせてもらっている次第であります。 

 私、県会議員ですので、同じ県内で、いろいろなところで名刺を配ると、まだ「あ

さおく」ではなくて「あそうく」と言われたり、麻生区ってどこだというふうに聞か

れたりもします。そういう中で、新百合ヶ丘ですと言うと、ああ、新百合ヶ丘ねとい

う話もあるわけで、新百合ヶ丘というところが代表的な地域でありますけれども、や
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っぱり麻生区というところをもっとＰＲしていくべきではないかなと。里山もありま

す。そういうところもしっかりとこれから応援していきたいと思いますので、今後と

もご指導をよろしくお願いします。ありがとうございました。 

植木委員長 ありがとうございました。参与の皆様には、今後とも、この区民会議へのご

助言をお願いしたいと思っております。 

 次に、本日の審議を踏まえまして、北沢区長よりご挨拶をお願いしたいと思いま

す。 

区長 本日は、お忙しい中ご出席を賜りましてありがとうございました。また、ちょうど

皆様方がこちらに向かう時間帯が非常に雨の厳しい、きつい時間だったと思います

が、そんな中、大勢お集まりいただきまして、ありがとうございました。 

 早いもので、第６期の区民会議も半分まで来てしまいました。どちらの部会も具体

的な審議内容に入っているということが本日報告をいただきましてわかりました。ま

た、本日の全体会でもその審議されている部会、そして、全体の雰囲気のよさがとて

もよくわかりまして、大変にありがたいなと思います。石川参与のほうからもありま

したように、皆様方、麻生区を愛していらっしゃる、それが大前提で、その上でいか

にまちづくりをしていこうかというところの視点でいろいろなご審議、調査などをし

ていただいていることを重ねて感謝申し上げます。 

 そして、それぞれの部会ですけれども、麻生区の魅力発掘・発信検討部会、本当に

麻生区はいろいろな魅力がございます。それをいかに発信していくことで、ずっと住

み続けていたいまちにしていこうか、そういうことが大事ですし、今の若い世代の

人、そして、子どもの世代までも巻き込んだ形で対象範囲を広げていただいていると

ころが本当にすばらしいなと思っています。非常に重要なことだと思っております。

また、子育てフェスタなど、既にあるイベントなどを利用されてヒアリングを行うと

いうことでございます。今後の議論の参考にしていただければと思います。 

 また、市民活動が盛んという魅力も取り上げていただいていることに、そのとおり

だなというふうに思います。もう１つの部会とも関連がありますけれども、いかにい

いものを地域の中に浸透させていくのか、そして、自分たちのものにしていくのかと

いうのは、やはり市民活動だなというふうに思いますので、市民交流館やまゆりでの

皆様方の活動もそうですし、そういった麻生区の魅力を若い方々にも十分に理解し、

参加していただけたら本当にうれしいなと思いました。 

 そして、市民活動・絆づくり部会につきましても、先ほど佐野委員から大縄跳びを

している、そういう例えをしていただき、背中を押す、そういうきっかけですね。市

民活動団体にかかわって活動していらっしゃる方がやまゆりに登録されている団体で

も670近いということで、ほかの区に比べると断トツで多いのですね。そういう活動を

されている方々に仲間に入っていただきたいということがございます。高齢化でも市
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内でトップになりましたし、家の中に引きこもらずに外に出てきてもらいたい、そう

いうきっかけとしてのキックオフのイベントを私どもも期待しております。なかなか

難しいことだとは思いますけれども、何かしらきっかけとなるようなヒントを区民の

皆様方に与えていただければ、本当にうれしいなと思います。 

 そして、イベントを開催して、検証までの結果を提案にまとめていただけるという

ふうな方向もお聞きいたしました。大変に頼もしく思っておりますので、提案書を楽

しみにしております。そして、今後とも建設的、活発に議論を進めていただければ幸

いです。 

 そして、今後の地域づくりの検討委員会の報告書に伴った報告をさせていただきま

したけれども、今後、市民の皆様方に案を提示しながらご意見をいただくとか、そう

いうプロセスをきちんと踏んでいくということでございますので、皆様方、認識が

我々と同等かなというぐらいに、市でつくっていくけれども、それぞれの区の特色を

生かした形で進めていくんだよねというようなことになろうかなというふうに、私も

ぼんやりですが、思っております。そんな中で、麻生区はしっかりとした基盤がある

かなというふうに思いますので、これまでのことを否定とか、そういうことは一切な

いと思います。これまでの活動ですとか、母体を踏まえた上で、今後さらにどういう

形で進めていくのがいいのかということをやっていこうと思っておりますので、その

辺のご理解についてはよろしくお願いします。 

 それでは、本日は本当にありがとうございました。お疲れさまでした。 

植木委員長 大変温かいお言葉をいただきまして、力強く思っております。 

３ 閉 会 

植木委員長 以上をもちまして、第４回全体会議を終了させていただきます。本日は皆様

ご苦労さまでございました。 

午後４時２０分閉会 


